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学歴・学位 

1989 年 3 月 徳島大学歯学部卒業  歯科医師免許（第 107203 号） 

1993 年 3 月徳島大学大学院歯学研究科修了 博士(歯学) (徳島大学 第甲歯 71 号) 

主要職歴  

1993 年 4 月 

1999 年 6 月 

2000 年 10 月 

2008 年 4 月 

2018 年 4 月 

2024 年 4 月～現在に至る 

徳島大学歯学部口腔外科学第二講座 助手 

英国 Dundee 大学 Medical Science Institute 留学 

徳島大学歯学部口腔外科学第二講座 助手 

山口大学医学部附属病院歯科口腔外科 助教 

山口大学大学院医学系研究科医学専攻歯科口腔外科学講座 講師・副科長 

広島都市学園大学健康科学部看護学科 教授（看護関連領域） 

専門分野 

看護関連領域 

主な担当科目 

人体の構造と機能（解剖・生理）、卒業研究 

研究テーマ 

1. がん治療時の口腔粘膜炎に対する新規治療法の開発 
2. 口腔細菌制御による各種全身疾患に対する新規予防戦略の検討 
3. AI を用いた口腔粘膜疾患の診断法の開発 
4. 歯周病に対する新規治療戦略の検討                                                                         
5. 農産物に含有されたがん治療に役立つ有効成分の同定    

ひとこと 

学生さんと共に、産学官連携による地方創生を目標とした新規データーベースの構築に関する研究を行い、高齢化が

進む広島県において口腔細菌叢を中心に生理機能の計測・解析を確実に行うラボ 技術を開発し、その上で広島県

下の病院にご協力を頂いて、データ収集を行い、広島県に特徴的な生活習慣と免疫・疾病と口腔細菌叢との関連性

を明らかにできるデータベースを構築したいと考えています。 

 

 



その他（所属学会・団体） 

日本口腔外科学会～現在（代議員 2018 年 7 月～現在）（学術用語委員会 委員 2021 年 1 月～現在） 

日本口腔科学会～現在 

日本口腔腫瘍学会～現在 

日本癌治療学会～現在 

アジア口腔顎顔面外科学会～現在 

日本口腔ケア学会～現在 

日本口腔内科学会～現在 

日本口腔組織培養学会～現在 

Journal of Clinical Oncology and Cancer Therapy, Editorial board member～現在 

Oncology Letters, Editorial board member～現在 

山口口腔ケア研究会代表世話人～現在 

山口県病院歯科連絡協議会オブザーバー～現在 

中国・四国広域がんプロ養成コンソーシアム 歯科ワーキンググループ委員～現在 

慶應大学医学部生理学講座共同研究員～2016 年 3 月 

山口県歯科医師会準会員～現在 

佐賀大学医学部臓器相関情報講座客員研究員～2019 年 3 月 

山口県 NST 研究会幹事～現在 

研究活動 

学術論文 
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てトリフルオロチミジンをベースとした治療法は有力な選択肢であることを明らかにした。 

基盤(B)2009-2011 舌筋由来幹細胞を用いた骨再生法、分担、18,200,000 円(14,000,000 円)、舌筋由来

Sca-1陽性細胞は骨分化能を有しており骨再生医療に有用であることを明らかにした。 

基盤(C)2012-2014 進行・再発・切除不能口腔癌に対する新規機能温存療法の開発、代表、5,300,000円
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円 (3,600,000円)、継続中 

 

科学研究費補助金以外 

AMED橋渡し研究シーズ A 2021 唾液腺機能を維持するアミノ酸含有経皮浸透性ゲル化剤の開発、代表、

1,500,000 円 (1,500,000 円)、抗がん剤による唾液腺萎縮を抑制し、創傷治癒を促進するアミノ酸ゲル

を作製した。 

大鵬がん包括的研究連携に基づく共同研究 2008 口腔癌化学療法における新規効果予測因子の同定とそ

の発現制御をターゲットとした分子標的療法の開発、代表、3,000,000円 (2,727,000円)、口腔癌に対す

る 5-FU系抗癌剤の効果予測因子として Complement factor B, Growth differentiation factor 15等を

同定した。 

リンテック株式会社との共同研究 2011-2013 口腔内貼付型新規即効性麻酔剤の開発、代表、2,000,000

円 (1,860,000円)、口腔内貼付剤の配合を決定し、麻酔剤含有口腔内貼付剤の試作品を作製した。                                    

EA ファーマ株式会社との共同研究 2020-2023 口腔粘膜炎に対する乳酸菌製剤の応用、代表、6,812,000

円(4,768,400円)、特殊処理を施した乳酸菌製剤が、がん治療時の口内炎に対して有効かつ安全である可

能性を見出した。2020-2023 口内炎モデルを利用した薬剤評価、代表、15,345,000 円(10,741,500 円)、

口内炎に対する CCL20抗体の有効性を示した。 

扶桑薬品工業株式会社との共同研究 2022-2023新規局所麻酔剤の開発、代表、325,000 円 (300,000円)、

皮膚に対する表面麻酔剤の試作品を作製した 2023-2024 新規局所麻酔剤の開発、代表、325,000 円 

(300,000円)、継続中 

湧永製薬株式会社との共同研究 2023-2024 熟成ニンニク抽出液によるがん治療時の口内炎抑制効果に

関する基礎的検討、代表、2,000,000円 (1,400,000円)、継続中 
 

 
3）知的財産権 
特許 

下記特許取得 

特許名称「表面麻酔剤」、発明者「原田 耕志、板敷 康隆、原田 豊子、上山 吉哉」、 

出願人 「国立大学法人山口大学」、出願日「2010年 6月 30日」、出願番号「特願 2011-520788」、公開番

号「WO2011/001676」登録番号「5669145」 

 

特許名称「表面麻酔剤」、発明者「原田 耕志、板敷 康隆、原田 豊子、上山 吉哉」、 

出願人 「国立大学法人山口大学」、出願日「2010 年 6 月 30 日」、出願番号「13/379.107」、公開番号

「US2012/0101158」登録番号「9.107.876」米国 

 

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-20K20440/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-23K09980/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-23K09354/


特許名称「表面麻酔剤」、発明者「原田 耕志、板敷 康隆、原田 豊子、上山 吉哉」、 

出願人 「国立大学法人山口大学」、出願日「2010年 6月 30日」、出願番号「10793849」、公開番号「2450036」

登録番号「602010034090」ドイツ 

 

特許名称「表面麻酔剤」、発明者「原田 耕志、タランヌム フェルドウス、後藤 雅宏、田原 義朗」、出願

人 「国立大学法人山口大学、国立大学法人九州大学」、出願日「2018 年 8 月 31 日」、出願番号「2018-

162980」、 登録番号「特許第 7169633号」、登録日「令和 4年 11月 2日」 

 

下記特許出願 

特許名称「粘膜貼付型表面麻酔剤」、発明者「宮田 壮、高橋 瑛、尾形 尚子、原田 耕志、原田 豊子、上

山 吉哉」、出願人 「国立大学法人山口大学、リンテック株式会社」、出願日「2013年 2月 5日」、出願番

号「2013-020685」、公開番号「―」 

 

特許名称「貼付型表面麻酔剤」、発明者「宮田 壮、高橋 瑛、尾形 尚子、原田 耕志、原田 豊子、上山 吉

哉」、出願人 「国立大学法人山口大学、リンテック株式会社」、出願日「2014 年 2 月 4 日」、出願番号

「PCT/JP2014/052521」、公開番号「WO2014123100」PCT 

 

特許名称 「表面麻酔剤」、発明者「原田 耕志、タランヌム フェルドウス、後藤 雅宏、田原 義朗」、出

願日「2020年 2月 28日」、出願番号「2020-032540」 

 
特許名称「顎下腺の萎縮抑制剤及び創傷治癒促進剤」、発明者「原田 耕志」、出願日「2020年 3月 31日」、
出願番号「2020-062088」 
 
4）取材等 

2023.8. 7  東京 帝国ホテル 湧永製薬 記者セミナー(50 社以上が参加)：抗がん剤の副作用による口内炎  

            への熟成ニンニク抽出液の抑制効果 産経新聞に掲載    

2024.3.16  県産農作物からがん治療薬研究 山口大学生、青パパイアに注目 毎日新聞に掲載 

2024.5.17  きらり 名物教授 歯と体の健康守りたい 中國新聞に掲載 
 
5）その他 

 1997 年 10 月 日本口腔外科学会専門医 

 2003 年 10 月 日本口腔外科学会指導医（第 0740 号） 

 2011 年 4 月 日本がん治療認定医 (歯科口腔外科)（第 10140010 号） 

 2013 年 10 月 日本口腔ケア学会 3 級認定（第 2143A000064 号） 

 2017 年 6 月 日本口腔科学会認定医（第 3-16216 号） 

 2019 年 6 月 日本口腔科学会指導医（第 3-18080 号） 
                                                                                                                                                  


